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◆総額74億4910万円◆総額74億4910万円◆総額74億4910万円 ◆特別会計24億2510万円◆特別会計24億2510万円◆特別会計24億2510万円

令和２年度予算令和２年度予算令和２年度予算
◆水道事業会計３億7100万円◆水道事業会計３億7100万円◆水道事業会計３億7100万円

一般会計 46億 5300万円一般会計 46億 5300万円一般会計 46億 5300万円
　３月定例会は、３月12日から23日
まで12日間の会期で開かれ、９議員
による一般質問と、補正予算や新年
度予算などについて審議を行いまし
た。新年度予算は予算特別委員会を
設置し詳細にわたり審議を行い、そ
の結果、全議案について、全会一致
で原案のとおり可決しました。
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度予算などについて審議を行いまし
た。新年度予算は予算特別委員会を
設置し詳細にわたり審議を行い、そ
の結果、全議案について、全会一致
で原案のとおり可決しました。

　３月定例会は、３月12日から23日
まで12日間の会期で開かれ、９議員
による一般質問と、補正予算や新年
度予算などについて審議を行いまし
た。新年度予算は予算特別委員会を
設置し詳細にわたり審議を行い、そ
の結果、全議案について、全会一致
で原案のとおり可決しました。

乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料 町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費
550万円

５歳児と18歳未満の子どもがいる世帯の
第３子以降の子どもが対象

幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金
274万円

大江幼稚園等が子ども子育て支援法
適用施設に移行することによる負担金

施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金
5171万円

貫見の法面の補修工事  他 3585万円デマンドタクシーから名称を変更し、
エリアを拡大して運行
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４月10日 臨時会
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衛
生
費　
21
万
円

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
あ
っ

た
と
き
に
、
公
共
施
設
な

ど
の
消
毒
時
に
使
用
す
る

防
護
服
50
着
な
ど
。

 

商
工
費

 

２
７
３
１
万
５
千
円

　

緊
急
経
済
対
策
商
品
券

事
業
補
助
金
２
４
５
０
万

円
、
中
小
企
業
緊
急
災
害

対
策
利
子
補
給
金
75
万
円

な
ど
。

 

教
育
費　
１
０
０
万
円

　

小
・
中
学
校
児
童
生
徒

全
員
に
２
枚
ず
つ
配
布
す

る
マ
ス
ク
、
小
・
中
学
校

の
各
ク
ラ
ス
に
配
置
す
る

非
接
触
型
体
温
計
の
購
入

費
な
ど
。

伊
藤
議
員　
災
害
対
策
利

子
補
給
金
に
つ
い
て
、現
在

相
談
さ
れ
て
い
る
件
数
は
。

利
用
店
を
決
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
野
議
員　
現
在
、
町
内

企
業
、
料
理
飲
食
業
組
合

で
も
目
に
見
え
る
よ
う
な

悲
惨
な
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
緊
急
対
策
を
町
の
大

き
な
事
業
の
一
つ
と
捉
え

て
い
た
だ
け
な
い
か
。
企

業
を
守
る
た
め
の
施
策
を

お
願
い
し
た
い
。

町
長　
経
済
対
策
を
打
ち

な
が
ら
も
、
感
染
防
止
策

を
し
っ
か
り
し
て
い
く
と

い
う
基
本
的
な
方
針
で
あ

り
ま
す
。
消
費
拡
大
を
大

胆
に
で
き
る
時
期
に
な
れ

ば
、
町
が
単
独
で
行
う
部

分
と
国
の
制
度
を
利
用
し

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
を

感
染
状
況
を
見
な
が
ら
に

な
り
ま
す
が
、
考
え
て
い

き
ま
す
。

政
策
推
進
課
長　
こ
の
事

業
は
、
県
と
町
、
金
融
機

関
が
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
町
内
で
は
現

在
１
件
の
申
請
が
あ
り
、

認
定
し
て
い
ま
す
。

櫻
井
議
員　
配
布
す
る
商

品
券
の
金
額
を
一
人
あ
た

り
３
０
０
０
円
と
し
た
根

拠
は
。

政
策
推
進
課
長　
４
月
１

日
現
在
の
人
口
が
８
０
０

０
人
程
度
、
一
人
あ
た
り

３
０
０
０
円
で
２
４
０
０

万
円
と
、
財
政
状
況
等
を

鑑
み
な
が
ら
検
討
し
た
結

果
で
す
。

藤
野
議
員　
一
人
３
０
０

０
円
で
は
区
長
会
か
ら
の

要
望
書
と
差
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
町
民
目
線
の
施

策
を
実
施
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
区
長
会
、
商
工
会

か
ら
要
望
書
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
金
額
に
つ
い
て
、

多
い
ほ
う
が
良
い
と
い
う

こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
財
政
規
模
の
中

で
、
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
、

財
政
の
責
任
者
と
し
て
、

そ
こ
は
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
部
分
で
す
。
他

の
大
規
模
事
業
が
控
え
て

い
る
こ
と
も
検
討
し
な
が

ら
、
判
断
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
中
長
期
を
見

通
し
な
が
ら
、
町
が
で
き

る
こ
と
を
、
一
歩
ず
つ
進

め
、
国
の
施
策
に
つ
な
い

で
い
く
た
め
の
取
り
組
み

で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
考
慮
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
議
員　
県
内
で
初
め

て
町
民
全
員
へ
の
給
付
を

考
え
ら
れ
た
町
長
に
敬
意

を
表
す
る
。
先
が
見
通
せ

な
い
中
で
、
町
と
し
て
こ

れ
以
上
の
支
援
策
を
せ
ず

に
済
む
よ
う
に
国
や
県
に

迅
速
な
対
応
を
町
長
か
ら

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
と
し
て
再
度
支
援
さ
れ

る
場
合
に
は
、
町
長
の
考

え
ら
れ
る
限
度
額
い
っ
ぱ

い
で
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
が
ど
う
か
。

町
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
焉
を
い
つ
迎
え

る
か
見
通
し
が
つ
か
な
い

な
か
で
の
経
済
対
策
で
す

の
で
、
次
の
手
立
て
は
、

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

毛
利
議
員　
商
品
券
給
付

対
象
者
は
ど
の
よ
う
に
捉

え
る
か
。
配
布
方
法
は
。

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も
使
え

る
の
か
。

政
策
推
進
課
長　
今
か
ら

詳
細
を
決
め
て
い
き
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
令
和
２

年
４
月
１
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
を
対
象
と
し
て
考

え
て
い
ま
す
。配
布
に
つ
い

て
は
４
月
中
に
引
換
券
を

各
世
帯
に
送
付
し
、
引
換

は
５
月
の
連
休
明
け
を
目

途
に
考
え
て
い
ま
す
。
商

品
券
を
利
用
で
き
る
お
店

は
、日
本
一
く
ん
商
品
券
を

使
え
る
お
店
を
も
と
に
、

　

１
人
３
０
０
０
円
の
商
品
券
配
布

　

県
内
最
速
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
た
め
の
補
正
予
算
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乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料乗り合いタクシー運行業務委託料 町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費町道改良及び舗装工事費
550万円

５歳児と18歳未満の子どもがいる世帯の
第３子以降の子どもが対象

幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金幼児給食費支援事業補助金
274万円

大江幼稚園等が子ども子育て支援法
適用施設に移行することによる負担金

施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金施設型給付費負担金
5171万円

貫見の法面の補修工事  他 3585万円デマンドタクシーから名称を変更し、
エリアを拡大して運行

新型コロナウイルスの影響に対する
町からの緊急支援（第１弾）
新型コロナウイルスの影響に対する
町からの緊急支援（第１弾）
新型コロナウイルスの影響に対する
町からの緊急支援（第１弾）

４月10日 臨時会
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デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
へ

関
野
委
員　
山
交
バ
ス
路

線
は
乗
り
入
れ
で
き
な
い

と
聞
く
が
、
運
行
時
間
以

外
で
あ
れ
ば
左
沢
地
区
で

も
利
用
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。町
民
全
体
へ
の
恩

恵
を
考
え
た
い
が
ど
う
か
。

政
策
推
進
課
長　
利
用
区

域
拡
大
の
要
望
に
応
え
、

左
沢
中
心
部
と
富
沢
以
外

は
ど
の
地
区
で
も
お
使
い

い
た
だ
け
る
よ
う
見
直
し

ま
し
た
。
公
共
交
通
機
関

を
守
っ
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。
ま
た
、
公
共
交

通
の
運
行
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
県
全
体
で
も
検
討

し
始
め
て
い
ま
す
。

橋
本
委
員　
降
車
場
所
の

利
用
区
域
拡
大
に

つ
い
て
、
買
い
物

を
す
る
の
に
ヤ
マ

ザ
ワ
（
寒
河
江

市
）
に
降
ろ
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要

望
も
あ
る
が
、
ど

う
か
。

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り

寄
附
の
現
状
と
目
標
は

結
城
委
員　
元
年
度
の
額

と
２
年
度
の
目
標
額
は
。

本
町
も
多
彩
な
地
場
産
品

を
有
し
て
い
る
の
で
、
寒

河
江
市
の
見
込
み
額
42
億

円
を
手
本
に
頑
張
っ
て
も

ら
い
た
い
。

政
策
推
進
課
長　
元
年
度

は
２
月
末
で
２
億
２
８
６

０
万
円
で
す
。
２
年
度
は

１
億
５
０
０
０
万
円
の
予

算
と
し
、
引
き
続
き
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

政
策
推
進
課
長　
自
治
体

を
ま
た
い
で
走
る
こ
と
に

関
し
て
、
現
行
制
度
の
中

で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

空
き
家
対
策
は
ど
う
し

て
い
く
の
か

櫻
井
委
員　
空
き
家
利
用

促
進
補
助
金
、
利
用
促
進

奨
励
金
の
予
算
は
何
件
分

か
。
ま
た
現
在
の
空
き
家

の
登
録
件
数
や
、
空
き
家

関
連
の
補
助
金
利
用
実
績

は
。
倒
壊
寸
前
の
空
き
家

も
あ
る
の
で
、
計
画
的
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た

い
。

総
務
課
長　
利
用
促
進
補

助
金
の
う
ち
の
空
き
家
等

除
去
支
援
は
50
万
円
×
６

件
分
で
す
。

政
策
推
進
課
長　
利
用
促

進
奨
励
金
は
空
き
家
バ
ン

ク
利
用
１
世
帯
あ
た
り
10

万
円
で
５
件
分
。
昨
年
度

の
補
助
実
績
は
改
修
等
々

７
件
、
清
掃
４
件
で
し
た
。

平
成
30
年
度
の
時
点
で
空

き
家
は
１
７
０
件
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
時
々
利
用

　
　

新
町
長
初
年
度
の
予
算

　

      　
　
　
　
　
夢
を
形
に
で
き
る
か

ふるさと納税の返礼品
「サンルージュ」

新
年
度
、
予
算
の
中
身
は

　
令
和
２
年
度
予
算
案
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
委
員
長
に
伊
藤
慎
一
郎
委
員
、
副
委
員

長
に
宇
津
江
雅
人
委
員
を
選
出
。

　
３
月
18
日
か
ら
２３
日
ま
で
、
一
般
会
計
予
算
を

は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
６
つ
の

特
別
会
計
予
算
、
並
び
に
水
道
事
業
会
計
予
算
の

計
８
議
案
に
つ
い
て
、
審
議
し
ま
し
た
。

歳

　
出

予算特別委員会委員長　伊藤慎一郎 委員
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さ
れ
て
い
る
所
有
者
も
お

ら
れ
る
た
め
、
純
粋
な
空

き
家
は
30
件
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
道
の
駅
は

橋
本
委
員　
報
償
費
に
道

の
駅
再
整
備
連
絡
協
議
会

委
員
と
あ
る
が
、
メ
ン

バ
ー
構
成
や
年
代
・
男
女

比
な
ど
伺
う
。
再
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
町
民
へ
の

情
報
共
有
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。
計
画
段
階
・

修
正
可
能
な
段
階
で
町
民

の
声
を
取
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

政
策
推
進
課
長　
委
員
の

構
成
は
今
後
見
直
し
て
い

く
予
定
で
す
。
町
民
の
声

を
聞
く
機
会
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
財

政
状
況
を
ふ
ま
え
て
や
れ

る
こ
と
と
や
れ
な
い
こ
と

の
優
先
順
位
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
こ
と
は
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

特
定
不
妊
治
療
へ
の
補
助

毛
利
委
員　
特
定
不
妊
治

療
は
多
額
の
治
療
費
が
必

要
と
聞
く
。
予
算
80
万
円

の
内
訳
は
。

健
康
福
祉
課
長　
女
性
３

人
分
と
今
年
か
ら
新
た
に

男
性
１
人
分
を
含
め
た
予

算
で
す
。

高
齢
者
の
通
院
支
援
は

菊
地（
邦
）委
員　
高
齢
者

等
通
院
支
援
給
付
費
の
広

報
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て

い
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　
町
外
へ

通
院
す
る
経
済
的
負
担
軽

減
の
た
め
、
山
交
バ
ス
利

用
料
（
往
復
４
０
０
円
×

月
２
回
×
12
月
分
）
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ

や
、
民
生
委
員
の
活
動
で

周
知
し
て
い
ま
す
が
浸
透

し
て
い
な
い
た
め
、
や
り

方
を
変
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

小
倉
交
流
館
の
改
修
は

藤
野
委
員　
利
用
者
か
ら

厨
房
を
広
げ
て
ほ
し
い
と

要
望
が
出
て
い
る
が
、
町

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
課
長　
小
倉
交
流
館

は
補
助
事
業
で
建
築
し
た

た
め
、
期
間
内
は
増
改
築

で
き
な
い
こ
と
を
運
営
協

議
会
の
代
表
者
に
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年

ま
で
補
助
事
業
の
対
象
に

な
る
の
で
、
そ
れ
以
降
ご

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

評
判
の
良
い
大
江
錦
の
酒

米
を
ど
う
推
進
す
る
の
か

毛
利
委
員　
こ
だ
わ
り
米

生
産
拡
大
補
助
金
13
万
円

だ
が
、
酒
米
は
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の

か
。
う
る
ち
米
に
比

べ
て
、
収
量
も
少
な

い
た
め
、
減
収
に
つ

い
て
、
町
や
農
協
で

あ
る
程
度
補
助
す
る

姿
勢
が
無
い
と
酒
米

が
伸
び
な
い
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て

い
る
。

農
林
課
長　

減
農

薬
・
減
化
学
肥
料
栽

培
米
、
酒
米
の
生
産

拡
大
等
々
の
補
助
金

で
、酒
米
は
コ
ン
ク
ー
ル
で

も
優
秀
な
成
績
を
修
め
て

い
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
農
産
物

の
提
供

宇
津
江
委
員　
都
市
と
の

交
流
事
業
補
助
金
50
万
円

と
は
。

農
林
課
長　
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
と
、
生
活
ク
ラ
ブ
提

携
産
地
大
江
協
議
会
が
長

年
に
わ
た
っ
て
交
流
を
続

け
て
い
ま
す
。
園
地
に
来

て
い
た
だ
き
、
生
産
者
と

直
接
お
会
い
し
、
安
全
・

安
心
を
感
じ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度

は
１
億
７
５
０
０
万
円
で
、

例
年
１
億
７
０
０
０
万
円

か
ら
８
０
０
０
万
円
の
取

引
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

生産者との交流

小倉交流館の厨房

おいしい大江のお酒
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建
設
業
界
に

　
　
前
倒
し
発
注
を

藤
野
委
員　
暖
冬
小
雪
で

建
築
土
木
業
全
般
の
景
気

後
退
が
始
ま
っ
て
い
る
。

他
市
町
で
は
前
倒
し
で
工

事
を
発
注
し
て
い
る
。
本

町
で
も
で
き
な
い
か
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

で
、
町
内
全
般
も
疲
弊
し

て
い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

建
設
水
道
課
長　
補
正
予

算
で
認
め
ら
れ
た
繰
り
越

し
の
工
事
を
年
度
内
に
発

注
で
き
る
よ
う
準
備
を
進

め
ま
す
。
新
年
度
も
出
来

る
限
り
早
く
発
注
で
き
る

よ
う
努
力
し
ま
す
。

町
長　
様
々
な
補
助
に
つ

い
て
、
詳
細
情
報
を
も
と

に
国
、
県
の
動
き
に
合
わ

せ
て
漏
れ
の
無
い
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。
議

会
か
ら
出
さ
れ
た
緊
急
経

済
対
策
の
要
望
に
つ
い
て

も
、
町
内
の
関
係
団
体
、

商
工
業
者
の
意
見
な
ど
を

聞
き
な
が
ら
、
で
き
る
部

分
か
ら
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

防
災
行
政
無
線
を
聞
き

取
り
や
す
く

関
野
委
員　
設
置
か
ら
３

年
経
過
、
ご
く
一
部
で
は

変
わ
ら
ず
聞
き
取
り
に
く

い
と
言
わ
れ
る
。
聞
こ
え

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
改

善
を
。

総
務
課
長　
季
節
、
室
内

外
、
年
代
に
よ
っ
て
も
聞

こ
え
具
合
に
差
が
あ
り
ま

す
が
、
業
者
に
依
頼
し
調

整
を
し
て
い
ま
す
。
新
年

度
、
災
害
の
多
い
百
目
木

地
区
、
鹿
子
沢
地
区
の
一

部
に
個
別
受
信
機
を

設
置
し
ま
す
。

中
学
校
水
飲
み
場
の

赤
さ
び
は

関
野
委
員　
子
ど
も

議
会
で
中
学
生
か
ら

意
見
の
あ
っ
た
水
道

の
赤
さ
び
対
策
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
文
化
課
長　
元

年
度
の
予
算
で
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
と
い

う
こ
と
で
、
各
階
に

浄
水
器
を
設
置
し
ま

し
た
。
２
年
度
で
ま
ず
は

水
道
管
の
調
査
を
し
、
ど

の
よ
う
な
工
事
が
で
き
る

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
く
建
て
替
え
る
楯

山
公
園
の
ト
イ
レ
は

土
田
委
員　
日
本
一
公
園

の
ト
イ
レ
は
循
環
式
だ
が
、

浄
化
槽
に
は
な
ら
な
い
の

か
。

教
育
文
化
課
長　
新
し
く

す
る
ト
イ
レ
も
循
環
式
に

な
り
ま
す
。
ほ
か
の
方
法

は
難
し
い
状
況
で
す
。

古
寺
案
内
セ
ン
タ
ー
の

使
用
料
は

関
野
委
員　
歳
出
で
古
寺

案
内
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
料
が
１
２
０
万

円
あ
る
が
、
歳
入
に
施
設

利
用
料
が
見
当
た
ら
な
い
。

案
内
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

と
し
て
公
に
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

政
策
推
進
課
長　
行

政
財
産
使
用
料
と
し

て
約
１
３
０
万
円
あ

り
、
ほ
か
の
行
政
財

産
使
用
料
と
と
も
に

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

歳
入
の
科
目
と
し
て
は
、

行
政
財
産
使
用
料
と
捉
え

る
し
か
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

 

総
括
質
疑

松
田
新
町
政
を
大
胆
に
！

毛
利
委
員　
松
田
町
政
の

船
出
と
し
て
、
積
極
的
に

起
債
を
発
行
し
て
大
胆
な

予
算
計
上
を
し
て
は
ど
う

か
。

　
一
番
危
惧
し
て
い
る
の

は
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
他
市
町
村
も
子
育
て

に
関
し
て
頑
張
っ
て
い
る

た
め
、
真
似
事
で
も
い
い

の
で
積
極
的
に
子
育
て
予

算
の
計
上
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長　
就
任
か
ら
間
も
な

い
時
期
で
の
予
算
編
成
で

あ
り
、
時
間
が
無
か
っ
た

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
、
新
た
な
総
合
計
画

の
策
定
時
期
で
あ
る
た
め
、

半
年
・
一
年
を
か
け
て
、

煮
詰
め
な
が
ら
具
体
的
な

こ
と
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
債
に
つ
い
て
は
、
例
年
、

５
億
円
を
目
安
に
進
め
て

き
て
お
り
、
今
回
も
上
限

は
５
億
円
が
目
安
で
す
。

数
年
後
に
起
債
償
還
の

ピ
ー
ク
が
く
る
た
め
、
そ

れ
を
考
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
す
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く

橋
本
委
員　
本
町
の
町
民

へ
の
支
援
や
助
成
・
補
助

な
ど
は
非
常
に
手
厚
い
が
、

広
く
知
ら
れ
ず
に
活
用
さ

れ
て
い
な
い
。
非
常
に
残

念
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連

動
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

さ
ら
に
使
い
や
す
く
改
め

ら
れ
な
い
か
。

聞きとりにくい地域に設置される個別受信機

赤さび対策の浄水器

建て替え予定の
楯山公園のトイレ

歳

　
入
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町
長　
よ
り
多
く
の
人
が

見
や
す
い
よ
う
に
す
る
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
利
用
者
の

立
場
に
立
っ
て
作
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
改
善
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

指
定
管
理
料
の
再
考
を
！

関
野
委
員　
指
定
管
理
し

て
い
る
内
容
に
よ
っ
て
、

概
ね
良
好
な
実
績
の
施
設

も
町
内
に
あ
る
が
、
そ
う

で
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
道
の
駅

も
指
定
管
理
に
な
る
と
考

え
る
が
、
指
定
管
理
料
、

施
設
に
つ
い
て
、
こ
の
ま

ま
で
妥
当
か
。
事
業
を
精

査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
営
利
を
目
的

と
す
る
の
は
民
間
業
者
と

し
て
当
然
で
、
施
設
を
存

続
し
維
持
で
き
る
よ
う
に

考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

町
長　
今
の
道
の
駅
は
指

定
管
理
料
は
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。
逆
に
施
設
利
用

料
を
い
た
だ
い
て
い
る
状

況
で
す
。
営
利
が
見
込
め

る
施
設
は
良
い
で
す
が
、

福
祉
向
上
が
目
的
で
あ
る

場
合
は
、
最
低
限
度
の
費

用
は
行
政
が
持
つ
こ
と
が

適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
運
営
に
あ
た
っ
て
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
が
い
る
か
い

な
い
か
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
目
的
を
持
っ
て
設

置
し
た
施
設
な
の
で
、
有

効
に
活
用
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
。
よ
り
効
率
的
な

運
営
と
住
民
へ
の
福
祉
向

上
が
ど
れ
く
ら
い
さ
れ
る

か
を
考
え
、
更
新
の
期
間

に
合
わ
せ
て
検
討
し
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

令
和
２
年
度　

大
江
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

公
共
下
水
道
事
業
が

一
般
会
計
を
圧
迫
し
て

い
る
の
で
は

毛
利
委
員　
歳
入
の
使
用

料
は
５
４
８
０
万
円
、
一

般
会
計
繰
入
金
は
１
億
７

０
０
０
万
円
。
１
０
０
％

加
入
し
て
も
使
用
料
は
６

０
０
０
万
円
程
度
。
ど
う

考
え
て
も
下
水
道
は
経
費

負
担
が
大
き
い
。
一
般
会

計
を
圧
迫
し
て
い
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長　
使
用
料

で
は
維
持
管
理
経
費
を
賄

え
て
お
ら
ず
、
ま
た
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
ほ

と
ん
ど
は
起
債
の
償
還
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
せ
め
て
維
持
管
理
経
費

に
つ
い
て
は
使
用
料
で
賄

え
る
よ
う
加
入
促
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
合
わ

せ
て
施
設
の
長
寿
命
化
も

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度

大
江
町
水
道
事
業

会
計
予
算

柳
川
浄
水
場
の
水
は

今
年
度
ど
こ
ま
で

毛
利
委
員　
柳
川
浄
水
場

か
ら
受
水
し
、
大
江
中
学

校
の
道
路
ま
で
整
備
す
る

と
説
明
を
受
け
て
い
る
が
、

今
年
度
は
ど
の
あ
た
り
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
旧
西
部

簡
易
水
道（
柳
川
浄
水
場
）

か
ら
の
区
域
拡
大
に
つ
い

て
は
梨
木
原
ま
で
来
て
い

ま
す
。平
成
25
年
の
豪
雨
災

害
の
際
、村
山
広
域
水
道

が
給
水
停
止
に
な
り
、町

内
の
村
山
広
域
水
道
区
域

は
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
水
源
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、
下
北
山
の
配
水

池
ま
で
水
を
持
っ
て
く
る

に
は
、
貫
見
の
配
水
池
の

増
設
や
、
配
水
管
も
太
い

も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
か
な
り
の
投
資

が
必
要
で
す
の
で
、
計
画

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

大江町の下水処理場
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３
歳
児
以
上
の

副
食
費
無
料
に
！

毛
利
議
員　
幼
児
給
食
費

支
援
事
業
補
助
金
３
５
５

万
円
の
対
象
児
童
数
、
ま

た
時
期
は
５
月
か
ら
か
。

健
康
福
祉
課
長　
対
象
者

は
３
歳
か
ら
５
歳
児
す
べ

て
で
１
２
２
名
、
４
月
分

か
ら
適
用
予
定
で
す
。

清
潔
な
ト
イ
レ
を

結
城
議
員　
小
学
校
施
設

整
備
等
工
事
費
７
３
９
０

万
円
の
左
沢
小
学
校
の
ト

イ
レ
改
修
の
詳
細
を
伺
う
。

教
育
文
化
課
長　
左
沢
小

学
校
内
の
和
式
・
洋
式
す

べ
て
の
ト
イ
レ
、
ま
た
床

や
手
洗
い
場
も
す
べ
て
新

し
く
改
修
し
ま
す
。

お
祝
い
は
使
い
や
す
く

菊
地（
邦
）議
員　
誕
生
祝

い
す
く
す
く
ベ
ビ
ー
券
１

９
２
万
円
の
詳
細
は
。
現

金
で
渡
し
た
方
が
喜
ば
れ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　
こ
れ
ま

で
は
日
本
一
く
ん
商
品
券

を
一
人
あ
た
り
３
万
円
で

し
た
が
、
今
回
金
額
を
倍

増
し
、
オ
ム
ツ
支
給
券
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
紙
オ

ム
ツ
を
使
用
さ
れ
な
い
方

に
は
相
当
の
商
品
券
を
お

渡
し
す
る
よ
う
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

藤
野
議
員　
町
内
の
店
舗

で
の
購
入
だ
と
限
ら
れ
る

た
め
、
日
本
一
く
ん
商
品

券
で
良
い
の
で
は
な
い
か
。

関
野
議
員　
お
祝
い
の
用

途
を
限
定
す
る
の
は
違
う

の
で
は
な
い
か
。

橋
本
議
員　
マ
マ
の
応
援
、

家
族
の
応
援
に
な
る
よ
う

な
商
品
券
で
お
願
い
し
た

い
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

必
要
な
の
か

　
遊
歩
道
の
整
備

櫻
井
議
員　
古
寺
遊
歩
道

整
備
工
事
費
２
３
０
０
万

円
は
、
災
害
な
ど
に
よ
っ

て
発
生
し
た
も
の
か
。
今

後
も
整
備
す
る
箇
所
は
あ

る
か
。
町
が
負
担
す
べ
き

も
の
な
の
か
。
町
有
地
を

取
得
す
る
と
き
に
、
整
備

に
つ
い
て
議
会
に
説
明
を

し
た
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
古
寺
案

内
セ
ン
タ
ー
か
ら
登
山
口

へ
向
か
う
遊
歩
道
の
整
備

で
、
河
川
の
浸
食
に
よ
り

年
々
崩
れ
て
お
り
、
町
有

地
で
あ
る
た
め
、
町
が
負

担
し
整
備
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
春
に
現
地

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
工
事

予
定
区
間
の
先
の
町
有
地

に
新
た
な
崩
れ
を

発
見
し
た
た
め
、

森
林
管
理
署
、
県

と
安
全
確
保
の
た

め
の
対
応
を
考
え

て
い
き
ま
す
。
土

地
の
取
得
時
に
護

岸
工
事
の
必
要
性

を
議
会
へ
説
明
し

た
か
ど
う
か
は
、

こ
の
場
で
は
わ
か

り
か
ね
ま
す
。

関
野
議
員　
県
か

ら
予
算
を
取
っ
て

も
ら
い
、
町
の
負

担
を
減
ら
す
努
力

が
必
要
で
は
。
町

民
の
税
金
を
な
ぜ
今
こ
こ

に
使
う
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
環
境
省

で
出
し
て
い
る
４
つ
の
登

山
口
の
デ
ー
タ
の
な
か
で
、

古
寺
鉱
泉
口
が
最
多
の
利

用
で
あ
り
、
登
山
者
の
安

全
確
保
は
大
切
で
す
。
議

会
へ
の
説
明
が
不
足
し
て

い
た
こ
と
は
反
省
し
て
い

ま
す
。

町
長　

古
寺
案
内
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
川
際
を
通
っ

て
、
木
橋
を
渡
り
、
登
山

口
へ
行
く
道
は
、
町
が
管

理
を
す
る
と
い
う
条
件
で

国
有
林
を
借
り
上
げ
て
い

ま
す
。
１
年
放
置
し
て
は

危
険
で
あ
る
と
判
断
し
ま

し
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

は
じ
ま
る

橋
本
議
員　
や
ま
さ
ぁ
ー

べ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
事

業
報
償
40
万
円
の
詳
細
は
。

政
策
推
進
課
長　

モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
は
国
の
補
助

を
受
け
な
が
ら
行
う
事
業

で
す
。
訪
日
観
光
客
を
大

江
町
へ
誘
致
す
る
た
め
に
、

ま
ず
山
形
大
学
の
留
学
生

に
、
夏
と
冬
に
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
来
て
い
た
だ
き
、

課
題
を
見
つ
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
用
者
を
増
や
す
た
め

結
城
議
員　
山
里
交
流
館

改
修
等
工
事
費
４
８
０
万

円
は
、
２
階
部
分
に
宿
泊

施
設
を
つ
く
る
と
の
こ
と

だ
が
詳
細
は
。

  　
き
め
細
や
か
な
予
算

　
　

２
億
７
５
０
０
万
円
追
加

　
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
松
田
新
町
長
の
政
策
を

反
映
し
た
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
７
５
０
０
万
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
49
億
５
７
０
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

  　
　反

映
し
た
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

４月22・23日 臨時会

古寺遊歩道の工事予定の現場
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政
策
推
進
課
長　
２
階
の

研
修
室
３
部
屋
を
宿
泊
で

き
る
よ
う
に
、
ま
た
２
階

の
ト
イ
レ
も
改
修
し
ま
す
。

関
野
議
員　
以
前
、
木
造

建
築
だ
か
ら
、
消
防
法
で

２
階
は
宿
泊
で
き
な
い
と

聞
い
て
い
た
が
、
こ
の
金

額
で
で
き
る
の
か
。
最
初

か
ら
工
事
を
し
て
い
た
ら

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

政
策
推
進
課
長　
工
事
費

の
他
に
用
途
変
更
業
務
委

託
料
と
し
て
43
万
円
計
上

し
て
お
り
ま
す
。
工
事
に

つ
い
て
は
、
予
算
内
で
で

き
る
よ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
消
防
法
に
つ
い
て

は
、
県
の
建
築
課
か
ら
も

指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
危
険
な
た
め
池

毛
利
議
員　
農
村
地
域
防

災
減
災
事
業
負
担
金
３
０

７
３
万
円
は
、
伏
熊
、
深

沢
、
滝
ノ
沢
の
た
め
池
で

県
営
事
業
と
い
う
こ
と
だ

が
、
詳
細
は
。

農
林
課
長　
今
年
度

分
と
し
て
、
滝
の
沢

工
事
費
１
億
円
の
町

負
担
分
11
％
、
１
１

０
０
万
円
。
三
郷
地

区
工
事
費
合
わ
せ
て

１
億
３
０
０
０
万
円

で
町
負
担
分
11
％
、

１
４
３
０
万
円
。
南

堰
水
路
工
事
費
が
４

９
４
０
万
円
で
町
負

担
11
％
の
５
４
３
万

円
。

　
滝
の
沢
は
令
和
４

年
度
ま
で
の
工
期
、

南
堰
の
用
排
水
路
は

今
年
度
ま
で
で
終
了
、
三

郷
地
区
は
令
和
５
年
度
ま

で
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

町
営
バ
ス
が
更
新

結
城
議
員　
町
営
バ
ス
購

入
で
７
０
０
万
円
の
詳
細

は
。
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

50
万
円
は
町
の
宣
伝
に
な

る
よ
う
に
考
え
て
は
ど
う

か
。

政
策
推
進
課
長　
29
人
乗

り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
老

朽
化
に
伴
い
、
14
人
乗
り

の
ワ
ゴ
ン
車
に
更
新
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
町
民
の

方
が
親
し
み
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
に
な
る
よ
う
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

町
の
新
た
な
玄
関
口
へ

藤
野
議
員　
道
の
駅
再
整

備
基
本
計
画
設
計
委
託
料

１
２
８
０
万
円
だ
が
、
道

の
駅
周
辺
の
全
体
計
画
に

沿
っ
た
も
の
を
検
討
し
、

議
会
に
諮
り
、
そ
の
う
え

で
設
計
委
託
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長　
県
有
地
の
駐
車
場
、

道
の
駅
を
所
管
す
る
国
土

交
通
省
と
様
々
な
条
件
整

備
に
つ
い
て
相
談
を
し
ま

し
た
。
交
通
量
調
査
や
利

用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
し
な
が
ら
、
エ
リ
ア
全

体
の
検
討
を
す
る
と
い
う

内
容
を
盛
り
込
ん
だ
委
託

料
で
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
話
を
前
に
進
め
る
に
は

事
業
費
や
構
想
図
が
必
要

で
す
。
具
現
化
す
る
た
め

に
、
委
託
を
し
て
整
理
を

し
な
が
ら
、
計
画
を
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｊ
Ｒ
定
期
券
の
補
助

町
内
の
高
校
生
へ
は
…

関
野
議
員　
左
沢
高
校
支

援
補
助
金
１
０
０
万
円
は

左
沢
高
校
に
通
う
Ｊ
Ｒ
定

期
券
の
半
額
補
助
だ
と
思

う
が
、
以
前
か
ら
お
願
い

し
続
け
て
い
る
町
の
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
半
額
補

助
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長　
左
沢
高
校
の
存
続

は
町
の
重
要
な
課
題
で
あ

やまさぁ～べの２階

土
田
議
員　
古
寺
の
遊
歩

道
整
備
に
つ
い
て
は
、
財

政
的
に
有
利
な
辺
地
債
を

活
用
す
る
こ
と
か
ら
賛
成

し
ま
す
。

橋
本　

彩
子　

議
員

菊
地　

邦
弘　

議
員

藤
野　

広
美　

議
員

毛
利
登
志
浩　

議
員

宇
津
江
雅
人　

議
員

伊
藤
慎
一
郎　

議
員

結
城
岩
太
郎　

議
員

土
田　

勵
一　

議
員

櫻
井　

和
彦　

議
員

関
野　

幸
一　

議
員

　

関
野
議
員　
道
の
駅
整
備

の
考
え
方
、
古
寺
遊
歩
道

の
整
備
、
左
沢
高
校
生
の

み
へ
の
支
援
金
な
ど
、
賛

成
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

た
め
反
対
で
す
。

伊
藤
議
員　
古
寺
の
遊
歩

道
整
備
は
管
理
者
で
あ
る

町
の
責
任
で
あ
る
こ
と
か

ら
賛
成
し
ま
す
。

毛
利
議
員　
道
の
駅
整
備

に
つ
い
て
は
、
国
、
県
と

協
議
を
重
ね
進
め
て
き
た

経
過
が
あ
る
こ
と
か
ら
賛

成
し
ま
す
。

反 

対

  

補
正
予
算
に
賛
成

  

補
正
予
算
に
反
対

賛 

成 討  

論

り
ま
す
。
左
沢
高
校
の
支

援
と
町
の
子
ど
も
た
ち
の

支
援
は
別
な
角
度
か
ら
考

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

ず
、事
業
を
実
施
す
る
に
は

試
算
で
は
毎
年
６
４
０
万

円
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
金
額
的
な
優
先
度
も

あ
り
ま
す
。
い
た
だ
い
て

い
る
課
題
は
身
に
染
み
て

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
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西
山
杉
利
用
拡
大
の

今
後
は

毛
利
議
員　
新
規
就
農
者

用
住
宅
費
が
工
事
費
等
、

全
額
減
額
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
西
山
杉
の
利
用

拡
大
を
牽
引
し
て
き
た

「
森
林
づ
く
り
推
進
協
議

会
」
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

農
林
課
長　
同
住
宅
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
６

棟
建
築
し
ま
し
た
が
、
今

後
と
も
新
規
就
農
者
の
動

向
を
注
視
し
、
同
協
議
会

と
連
絡
を
密
に
し
、
他
の

分
野
の
開
拓
を
含
め
、
積

極
的
に
西
山
杉
の
利
用
拡

大
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
や
ま
が
た
地
鶏
」
に

も
っ
と
力
を
入
れ
て

関
野
議
員　
食
鳥
処
理
施

設
の
指
定
管
理
者
が
年
度

途
中
で
事
業
を
や
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
る
減
額
だ
が
、

指
定
業
者
に
任
せ
る
だ
け

で
な
く
、町
が
本
気
に
な
っ

て
痛
み
を
持
っ
て
進
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

政
策
推
進
課
長　
県
の
補

助
、
金
融
機
関
の
融
資
を

受
け
て
い
る
施
設
な
の
で
、

関
係
者
で
今
後
の
方
向
性

を
確
認
し
ま
し
た
。
生
業

（
な
り
わ
い
）
と
し
て
飼

育
・
食
鳥
処
理
を
や
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
町
も
支

援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

町
内
で
起
業
す
る
若
者

を
柔
軟
に
応
援
し
て

橋
本
議
員　
若
者
起
業
支

援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

予
算
額
が
そ
の
ま
ま
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
新
規
に

起
業
す
る
若
者
に
対
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
、
補
助
を
受
け
る
の

が
難
し
い
現
状
で
あ
る
。

柔
軟
に
応
援
し
て
も
ら
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

政
策
推
進
課
長　
今
年
度

申
請
が
１
件
あ
り
ま
し
た

が
、
事
業
計
画
等
を
審
査

会
で
審
査
し
た
結
果
、
不

交
付
に
な
り
ま
し
た
。
制

度
設
計
を
見
直
し
、
若
者

の
起
業
支
援
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
の
Ｐ
Ｒ
を
わ
か

り
や
す
く

藤
野
議
員　
浄
化
槽
に
つ

い
て
、
補
助
金
の
予
算
に

対
し
て
の
達
成
率
は
。
お

知
ら
せ
の
文
字
が
小
さ
く

見
え
に
く
い
の
で
は
な
い

か
。
浄
化
槽
へ
の
切
り
替

え
の
理
由
、
趣
旨
を
明
記

し
、
補
助
金
な
ど
を
進
め

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
は
、

予
算
に
対
し
て
75
％
の
達

成
率
で
あ
り
ま
す
。
春
先

に
１
回
、
お
知
ら
せ
を
し

て
い
ま
す
が
、
小
さ
な
文

字
の
情
報
と
な
っ
て
い
ま

す
。
来
年
度
に
向
け
て
、

改
善
し
周
知
を
は
か
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

  
令
和
元
年
度
の
総
仕
上
げ

　

 
大
江
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

時
代
が
何
で
あ
ろ

う
と
、
桜
は
咲
き
、

大た
い

江こ
う

の
流
れ
が
時
を

つ
な
ぐ
。

表
紙
の

写
真
説
明

富沢地区にある食鳥処理施設
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小
野
前
議
長
は
、
平
成
24
年
４
月
17
日
か
ら
令
和

元
年
９
月
23
日
ま
で
７
年
５
か
月
に
わ
た
り
、
大
江

町
議
会
議
長
と
し
て
大
江
町
議
会
を
牽
引
し
、
地
域

の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、

令
和
２
年
２
月

６
日
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会

表
彰
を
受
け
ら

れ
、
菊
地
議
長

か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

堀ほ
り　

永な
が
敏と
し
氏
（
富
沢
区
）

　

堀
氏
は
、
令
和
２
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
り
ま
す
が
、
適
任
と
認
め
全
会
一
致
で
再
度

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

 

小
野
祐
一
前
議
長

　

 

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

 
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

提出議案及び審議結果
議案番号 件名と主な内容 議決結果 掲載頁
諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意 全員賛成 P11

議第１号
損害賠償の額を定め和解を行うことについて 
　・町道施設の管理不備により起こった事故に伴う損害賠償の額を定め和解するもの
　　 損害賠償額　150万円

可決 全員賛成 ─

議第２号 大江町森林環境譲与税基金条例の制定について 
　・森林整備等を行うための基金を設置し、その運用を定めるもの 可決 全員賛成 ─

議第３号 大江町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 
　・関係法律の改正に伴うもの 可決 全員賛成 ─

議第４号 大江町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 
　・あおぞら団地内の公園（あおぞら公園）を都市公園とするもの 可決 全員賛成 ─

議第５号 大江町町営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 
　・民法改正に伴い連帯保証人の要件を緩和するもの 可決 全員賛成 ─

議第６号 大江町社会体育施設の設置、管理及び使用に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可決 全員賛成 ─

議第７号 大江町立公民館等設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 全員賛成 ─

議第８号 大江町立学校の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 可決 全員賛成 ─

議第９号 大江町町民ふれあい会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可決 全員賛成 ─

議第１0号 大江町立歴史民俗資料館設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 全員賛成 ─

議第１１号 大江町健康増進センター設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決 全員賛成 ─

議第１2号 大江町交流ステーションの設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可決 全員賛成 ─

議第１３号 大江町小倉交流館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 可決 全員賛成 ─

議第１４号 令和元年度大江町一般会計補正予算（第５号）
　　１億1310万円追加　／　総額　54億660万円 可決 全員賛成 P10
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　　※ 金額については、万単位に四捨五入して表記しています。 　
　　※ 議第30号以降については、４月臨時会で審議された議案です。 

議案番号 件名と主な内容 議決結果 掲載頁

議第１５号 令和元年度大江町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
　　856万円追加　／　総額　８億4839万円 可決 全員賛成 ─

議第１６号 令和元年度大江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
　　314万円減額　／　総額　1億109万円 可決 全員賛成 ─

議第１７号 令和元年度大江町介護保険特別会計補正予算（第３号）
　　1178万円追加　／　総額　11億7738万円 可決 全員賛成 ─

議第１８号 令和元年度大江町宅地造成事業特別会計補正予算（第２号）
　　2570万円減額　／　総額　1億2540万円 可決 全員賛成 ─

議第１９号 令和元年度大江町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 
　　112万円減額　／　総額　3億195万円 可決 全員賛成 ─

議第２０号 令和元年度大江町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
　　100万円減額　／　総額　4462万円 可決 全員賛成 ─

議第２１号
令和元年度大江町水道事業会計補正予算（第3号）
　　257万円減額　／　総額　３億1627万円　
　　（収益的収支354万円減、資本的収支97万円追加）

可決 全員賛成 ─

議第２２号 令和２年度大江町一般会計予算
　　総額　46億5300万円　（前年度より4億700万円、8.0％の減） 可決 全員賛成 P4～7

議第２３号 令和２年度大江町国民健康保険特別会計予算
　　総額　8億1350万円　（前年度より17.0％減） 可決 全員賛成 ─

議第２４号 令和２年度大江町後期高齢者医療特別会計予算
　　総額　1億700万円　（前年度より4.4％増）　　 可決 全員賛成 ─

議第２５号 令和２年度大江町介護保険特別会計予算
　　総額　11億7000万円　（前年度より1.9％の増） 可決 全員賛成 ─

議第２６号 令和２年度大江町宅地造成事業特別会計予算
　　総額　2000万円　（前年度より90.7％の減） 可決 全員賛成 ─

議第２７号 令和２年度大江町公共下水道事業特別会計予算
　　総額　２億6450万円　（前年度より13.5％の減） 可決 全員賛成 P７

議第２８号 令和２年度大江町農業集落排水事業特別会計予算
　　総額　5010万円　（前年度より10.4％の増） 可決 全員賛成 ─

議第２９号
令和２年度大江町水道事業会計予算
　　総額　3億7095万円　うち、収益的収支　2億4410万円
　　（前年度より1.7％の減）　資本的収支　1億2685万円（前年度より8.6％の減）

可決 全員賛成 P７

要請第１号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について 採択 全員賛成 ─
発議第１号 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 可決 全員賛成 ─

議第３０号
専決処分の承認を求めることについて（大江町税条例等の一部を改
正する条例）
　　・地方税法等の改正によるもの

可決 全員賛成 ─

議第３１号
専決処分の承認を求めることについて（大江町都市計画税条例の一
部を改正する条例）
　　・地方税法等の改正によるもの

可決 全員賛成 ─

議第３２号
専決処分の承認を求めることについて（大江町国民健康保険税条例
の一部を改正する条例）
　　・地方税法等の改正によるもの

可決 全員賛成 ─

議第３３号
専決処分の承認を求めることについて（大江町固定資産評価審査委
員会条例の一部を改正する条例）
　　・関係法律の改正によるもの

可決 全員賛成 ─

議第３４号
専決処分の承認を求めることについて（大江町放課後児童健全育成事
業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例）
　　・国の基準の改正によるもの

可決 全員賛成 ─

議第３５号
専決処分の承認を求めることについて（大江町介護保険条例の一部
を改正する条例）
　　・法令等の改正に伴うもの（低所得者の介護保険料の軽減措置拡大）

可決 全員賛成 ─

議第３６号 令和２年度大江町一般会計補正予算（第１号）
　　2900万円追加　／　総額　46億8200万円 可決 全員賛成 P２

議第３７号 令和２年度大江町一般会計補正予算（第２号）
　　２億7500万円追加　／　総額　49億5700万円 可決 賛成多数 P8～9
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１　土田　勵一  議員 ……14ページ
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蛍
水
住
宅
団
地
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年

に
公
共
下
水
道
に
関
す
る

説
明
会
を
実
施
し
、
区
民

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
調
査
結
果

に
つ
い
て
は
、
３
年
以
内

に
公
共
下
水
道
に
加
入
す

る
方
が
50
％
、
３
年
以
降

に
加
入
す
る
方
を
含
め
る

と
６4
％
で
あ
っ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
３
年
後
、

平
成
25
年
の
町
か
ら
の
報

告
で
は
、
今
後
、
大
江
町

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
下
水
処

理
能
力
を
オ
ー
バ
ー
す
る

と
下
水
処
理
槽
を
１
槽
増

設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
大
き
な
事
業
費
が

掛
か
る
こ
と
か
ら
蛍
水
住

宅
団
地
に
つ
い
て
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
と
す
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
。
蛍
水
住
宅
団

地
内
の
側
溝
の
水
の
流
れ

が
悪
い
こ
と
か
ら
悪
臭
が

発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
も
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を

講
じ
て
い
た
だ
い
た
が
残

念
な
が
ら
解
消
さ
れ
て
い

な
い
。
合
併
処
理
浄
化
槽

の
寿
命
は
25
年
～
30
年
位

と
聞
い
て
お
り
、
早
く
に

住
宅
を
建
て
た
御
宅
は
、

あ
と
４
、
５
年
で
更
新
時

期
に
入
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
是
非
、
公
共
下
水
道

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

大
江
町
の
公
共
下
水

道
事
業
は
平
成
６
年

に
認
可
を
受
け
、
平
成
13

年
に
供
用
を
開
始
し
て
お

り
、
既
に
18
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
平

成
23
年
度
に
は
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
１
系
列
増
設
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
計
画
当
時
、
認
可
区

域
と
し
て
い
る
２
３
０
ha

全
体
を
処
理
す
る
に
は
、

巨
額
な
費
用
を
更
に
投
資

し
て
、
も
う
一
つ
の
系
列

を
増
設
す
る
必
要
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
の
結
果
、

公
共
下
水
道
事
業
の
見
直

し
を
検
討
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
や
経
済
比
較

の
結
果
、
今
後
の
施
設
運

営
に
多
額
の
経
費
を
要
す

る
事
、
そ
し
て
国
か
ら
の

財
政
補
助
等
の
支
援
の
不

透
明
な
事
で
総
合
的
に
判

断
を
し
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
処
理
区
域
で
あ

り
な
が
ら
、
未
整
備
で

あ
っ
た
市
の
沢
他
５
地
区

等
、
藤
田
・
９
区
の
一

部
・
蛍
水
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は

当
面
休
止
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
な
い
か
と
い
う
判
断

を
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
平
成
23
年
、
そ
し
て

25
年
の
議
会
全
員
協
議
会

で
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
令
和

元
年
度
末
の
起
債
の
残
高

15
億
８
０
０
０
万
円
程
あ

り
、
な
か
な
か
下
水
道
会

計
と
し
て
新
た
な
起
債
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
と
、
相
当
な
負
担

を
覚
悟
の
上
で
の
対
応
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
共
用
開
始
か
ら
18
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、

浄
化
セ
ン
タ
ー
自
体
一
部

設
備
の
対
応
年
数
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
認
可
の
計

画
の
見
直
し
を
含
め
て
慎

重
に
判
断
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

自
分
達
の
立
場
に
な

ら
な
い
と
問
題
は
解

ら
な
い
。
そ
れ
を
ど
う
い

う
風
に
考
え
て
い
る
か
。

あ
と
一
系
列
追
加
と

い
う
選
択
肢
は
今
ま

で
の
説
明
の
中
で
は
担
当

か
ら
聞
い
て
説
明
し
ま
し

た
が
厳
し
い
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
予
算
的
な
配

置
・
町
の
予
算
の
負
担
と

い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
十
分
に
検
討

し
な
が
ら
町
民
の
方
と
一

緒
に
な
っ
て
解
決
に
向
け

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　是非、蛍水地区の下水道整備の取り組みを

　町長／下水道整備は慎重に判断をしていく

土田

町長

町長

土田 勵一  議員

土田

蛍水団地の家並み
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町
民
の
若
い
方
か
ら
、

筋
ト
レ
マ
シ
ン
が
あ

れ
ば
使
い
た
い
、
筋
力

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
、
と

い
う
要
望
が
あ
る
。
提
案

と
し
て
、
舟
唄
温
泉
敷
地

内
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
を
設
置
し
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
シ
ン
等
い
ろ
い
ろ
機

器
を
利
用
し
て
運
動
し
、

い
い
汗
を
か
い
た
後
に
柏

陵
荘
や
健
康
温
泉
館
に
入

浴
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

舟
唄
温
泉
入
浴
者
の
増
と

賑
わ
い
や
温
泉
の
繁
盛
が

期
待
で
き
る
と
考
え
、伺
う
。

現
在
の
温
泉
施
設
は

高
濃
度
温
泉
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

入
浴
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者

増
に
向
け
た
魅
力
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
、
単
な
る
入

浴
だ
け
で
は
な
い
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
づ
く
り

と
し
て
は
、
い
い
ア
イ
デ

ア
で
あ
り
是
非
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
財

政
的
な
課
題
、
費
用
対
効

果
な
ど
も
考
慮
し
、
今
の

時
代
に
合
っ
た
よ
う
な
整

備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
老
朽
化
し
た
柏

陵
荘
と
健
康
温
泉
館

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
、
今
後
の
方
向
性
を

伺
う
。健

康
温
泉
館
は
町
の

シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設

と
し
て
入
り
込
み
客
数
も

多
い
で
す
が
、
開
設
以
来

25
年
を
経
過
し
老
朽
化
し

て
い
ま
す
。
柏
陵
荘
は
老

人
福
祉
施
設
と
し
て
運
営

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
41
年
経

過
し
て
お
り
平
成
2６
年
耐

震
性
を
考
え
改
修
し
、
30

年
に
入
浴
料
金
の
見
直
し

を
行
い
ま
し
た
が
、
営
業

利
益
と
し
て
は
赤
字
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
老
人

福
祉
施
設
と
し
て
総
合
的

に
判
断
し
皆
さ
ん
の
意
見

を
参
考
に
、
今
の
時
代
に

合
っ
た
よ
う
な
施
設
に
改

修
で
き
る
よ
う
十
分
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

柏
陵
荘
・
健
康
温
泉
館

の
今
後
の
方
向
性
は

柏
陵
荘
・
健
康
温
泉

館
の
老
朽
化
に
つ
い

て
は
、
単
な
る
リ
フ
ォ
ー

ム
的
な
施
設
改
修
で
は
な

く
、
経
営
的
戦
略
で
増
収

に
つ
な
が
る
施
設
、
入
浴

者
を
増
に
す
る
目
的
を

持
っ
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
的

に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
ん
で
身
体
を
動
か

せ
る
、
今
人
気
の
高
い
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
も
整
備

し
皆
を
呼
び
込
め
る
魅
力

あ
る
も
の
に
す
べ
き
と
考

え
伺
う
。

利
用
す
る
方
の
要
望

を
聞
き
な
が
ら
、
大

江
町
の
規
模
に
合
っ
た
も

の
を
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

地
理
的
用
件
や
周
辺
の
施

設
と
一
体
と
な
っ
て
繁
盛

し
て
い
く
上
で
は
、
い
い

場
所
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　
町
民
福
祉
の
た
め
、
民

間
的
発
想
の
中
で
優
先
的

順
位
を
付
け
な
が
ら
施
策

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

膝
が
痛
い
の
で
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ル
ー
ム
で
い

ろ
い
ろ
な
機
器
を
使
っ
て

元
気
な
身
体
を
維
持
し
た

い
、
痛
い
と
こ
ろ
を
直
し

た
い
と
い
う
高
齢
者
な
ど

か
ら
の
要
望
や
、
若
い
世

代
の
方
々
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
が
あ
る
こ
と
に

対
し
て
所
信
を
伺
う
。

温
泉
施
設
に
高
齢
の

た
め
足
を
運
べ
な
く

な
っ
て
来
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
り
課
題
と
し
て
、

若
い
方
に
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
若

い
方
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　テルメにトレーニングルームを設置しては

　町長／施設の整備も含め検討したい

結城

結城

結城

結城

町長

町長

町長

町長

結城 岩太郎  議員

体育センターのトレーニングルーム
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大
雪
の
年
は
豊
作
、

大
寒
に
雷
雨
の
あ
る

よ
う
な
年
は
、
稲
刈
り
鎌

は
い
ら
な
い
（
寒
雷
鎌
い

ら
ず
）
な
ど
と
言
わ
れ
る

様
に
、
今
年
の
夏
は
大
変

心
配
だ
。
こ
の
よ
う
に
自

然
を
相
手
に
す
る
農
業
は

不
安
定
要
素
が
大
な
る
も

の
が
あ
る
。
「
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
」
は

新
年
度
か
ら
新
た
に
５
期

対
策
が
始
ま
る
。
農
業
人

口
も
減
り
、
荒
廃
地
も
多

く
な
り
大
江
町
で
は
ど
の

様
な
考
え
で
取
り
組
む
の

か
。
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
に
該
当
す
る
面

積
は
い
く
ら
か
、
全
体
の

面
積
の
何
％
に
な
る
か
。

そ
し
て
、
組
合
員
数
は
何

名
か
伺
い
た
い
。

可
能
な
限
り
現
在
の

協
定
面
積
を
維
持
し

て
い
け
る
よ
う
、
各
集
落

の
方
々
と
お
話
を
し
て
い

き
な
が
ら
は
た
ら
き
か
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
有

効
に
活
用
す
る
と
共
に
、

新
規
就
農
者
の
確
保
や
育

成
、
認
定
農
業
者
や
中
核

的
農
業
者
へ
の
農
地
集
積

に
よ
る
作
業
の
効
率
化
、

基
盤
整
備
や
施
設
機
械
整

備
等
へ
の
支
援
を
行
い
な

が
ら
、
農
業
生
産
の
維
持

を
通
し
て
多
面
的
機
能
の

確
保
・
地
域
の
維
持
、
活

性
化
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
４
期
対
策
の
現
在
は
25

の
集
落
協
定
で
、
延
５
３

３
名
、
交
付
対
象
の
面
積

が
約
１
６
１
ha
で
、
町
全

体
の
約
４
分
の
１
の
面
積
、

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
約

３
７
８
７
万
７
０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
５
年
後
10
年

年
後
に
お
い
て
も
こ

の
ま
ま
持
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
し
、
役
場

の
担
当
者
が
各
集
落
の

方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
今

後
も
続
け
て
も
ら
え
る
よ

う
に
十
分
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
路
線
の
拡
大
を

児
童
生
徒
の
登
下
校

中
の
事
件
・
事
故
の

多
い
中
で
、
大
江
町
の
地

域
別
の
児
童
数
は
、
一
人

二
人
の
少
人
数
で
あ
る
。

登
校
す
る
時
は
み
ん
な
と

一
緒
だ
が
、
下
校
に
な
る

と
一
人
で
帰
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
下
校
中
の
事

件
や
事
故
に
遭
わ
な
い
か

親
と
し
て
は
大
変
心
配
で

あ
る
。
学
校
に
送
り
出
し

て
安
心
し
て
仕
事
に
行
け

る
こ
と
こ
そ
が
子
育
て
支

援
に
繋
が
る
の
で
は
な
い

か
。
大
切
な
子
供
た
ち
を

守
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
エ
リ
ア
拡
大
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

全
体
的
に
子
供
達
の

安
全
・
命
を
守
る
と

い
う
の
は
、
我
々
大
人
で

あ
る
も
の
の
責
任
だ
と
思

い
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は

月
が
丘
区
が
対
象
に
な
り

ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た

ち
の
安
全
に
配
慮
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
の
目
的
は
子
供

が
自
立
し
て
社
会
で

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
り
、
学
校
に

自
分
の
足
で
歩
い
て
通
う

こ
と
は
自
立
の
第
一
歩
だ

と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

幼
稚
園
・
保
育
園
の
バ
ス

通
園
か
ら
、
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
負
い
自
分
の
足
で
歩

い
て
通
う
こ
と
が
基
本
的

に
は
望
ま
し
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
安
全
・
安
心

は
私
達
大
人
が
子
供
に
保

証
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。
今
後

の
学
校
運
営
と
、
児
童
の

最
適
で
安
全
な
通
学
手
段

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　中山間地域等直接支払制度の継続を

　町長／支援策をやっていきたい

町長農林課長

教育長 町長

伊藤 慎一郎  議員

伊藤

伊藤

小学生の下校の様子
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子
育
て
支
援
の
第
一

歩
と
し
て
、
小
学
校

に
入
学
す
る
際
に
、
新
１

年
生
に
な
る
児
童
た
ち
に

ラ
ン
ド
セ
ル
の
無
償
提
供

を
。
林
業
で
は
、
今
後
の

森
林
環
境
税
が
、
森
林
業

に
従
事
す
る
人
に
還
元
に

な
る
こ
と
を
望
む
。
農
業

で
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

し
な
が
ら
農
業
を
や
っ
て

み
た
い
と
い
う
兼
業
農
家

希
望
者
を
募
っ
て
み
て
ほ

し
い
。
今
、
検
討
し
て
る

温
泉
と
道
の
駅
周
辺
の
一

体
化
計
画
に
、
柏
陵
荘
の

存
続
と
子
供
が
遊
べ
る
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
を
お
願
い

し
た
い
。
遊
び
空
間
の
中

で
過
ご
し
て
も
ら
い
、
温

泉
を
利
用
し
た
帰
り
に
道

の
駅
で
買
い
物
を
し
て
も

ら
う
。
道
の
駅
は
基
本
的

に
平
屋
か
と
思
う
が
、
野

菜
・
果
物
等
の
販
売
所
を

併
設
し
、
柏
陵
団
地
等
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
考
慮
し

な
が
ら
、
雄
大
な
最
上
川

の
陀
行
や
日
本
一
公
園
・

月
山
を
眺
め
る
展
望
台
が

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る
よ

う
な
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
建
物
と
し
、
町
外
か
ら

の
誘
客
を
考
え
て
み
て
は

ど
う
か
。
利
用
客
の
多
い

温
泉
・
展
望
台
・
道
の

駅
・
子
ど
も
の
遊
び
場
・

簡
易
な
宿
泊
施
設
等
の
多

方
面
か
ら
の
施
設
の
在
り

方
を
検
討
す
る
の
が
良
い

と
思
う
。

ラ
ン
ド
セ
ル
の
一
律

無
償
提
供
と
い
う
提

案
は
、
社
会
全
体
の
流
れ

を
的
確
に
取
り
入
れ
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林

環
境
税
を
有
効
に
利
用
し

て
、
森
林
の
所
有
者
・
林

業
事
業
体
に
も
還
元
さ
れ

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
農
業
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
兼
業
農
家
と
し
て

希
望
す
る
方
が
い
る
な
ら

ば
農
業
委
員
会
に
相
談
し

て
い
た
だ
き
、
法
人
化
に

向
け
て
、
土
地
の
基
盤
整

備
・
大
型
機
械
の
導
入
を

考
え
て
い
き
ま
す
。
道
の

駅
は
、
確
か
に
目
玉
と
な

る
様
な
施
設
が
必
要
だ
と

私
も
思
い
ま
す
。
ぼ
や
け

な
い
、
魅
力
的
な
シ
ン
ボ

ル
的
な
も
の
に
創
り
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

温
泉
・
道
の
駅

周
辺
の
整
備
は
、

国
や
県
か
ら
の
補
助

金
等
を
活
用
し
な
が

ら
、夢
を
共
有
出
来

る
町
を
、夢
を「
か
た

ち
」
に
す
る
町
づ
く

り
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
町
長
に

は
常
に
町
民
目
線
に

立
っ
て
行
政
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度

の
官
と
民
の
責
任

の
明
確
性
を

古
寺
案
内
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
料
は
、
利
用

者
の
方
々
か
ら
協
力
金
を

お
願
い
す
る
。
指
定
管
理

者
制
度
は
、
施
設
建
築
や

設
備
投
資
を
し
て
関
わ
っ

て
い
る
行
政
が
、
指
定
管

理
人
と
運
営
の
仕
方
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
を
し
っ

か
り
行
い
、
活
性
化
に
結

び
付
け
る
べ
き
と
思
う
。

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
建
物
改
築

の
時
に
、
昨
年
末
に
撤
退

し
た
１
階
テ
ナ
ン
ト
は
出

店
者
の
要
望
を
充
分
聞
き

入
れ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

あ
ま
り
に
早
い
撤
退
と

な
っ
た
事
は
大
変
残
念
な

こ
と
だ
。
行
政
の
管
理
の

甘
さ
が
も
た
ら
し
た
結
果

と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
出

店
者
の
事
も
あ
る
の
で
、

責
任
の
明
確
性
を
き
ち
ん

と
明
記
し
て
お
く
べ
き
か

と
思
う
。
維
持
管
理
費
の

事
や
行
政
の
企
業
経
営
化

を
考
え
、
納
税
者
た
る
町

民
が
納
得
す
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
。

古
寺
案
内
セ
ン
タ
ー

の
利
用
料
金
は
、
１

回
の
利
用
に
付
き
１
０
０

０
円
の
協
力
金
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
飲
食
提
供

に
つ
い
て
は
費
用
対
効
果

を
考
え
、
受
益
者
負
担
金

も
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

事
業
の
財
源
は
、
皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
税

金
で
す
か
ら
。
協
定
を
結

ん
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
だ
と

い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い

で
す
。

　町長は常に町民目線で行政を!

　町長／町民との話し合いを心がけて頑張る

町長

町長

藤野 広美  議員

藤野

藤野

藤野 再整備予定の道の駅
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公
的
機
関
が
推
進
し
な

け
れ
ば
普
及
し
な
い
こ
と

も
理
解
し
て
い
る
の
で
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
検
討
委
員

会
を
行
な
っ
て
お
ら

れ
る
道
の
駅
な
ど
、
町
の

子
ど
も
た
ち
に
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
て
も
ら
う
な
ど
、

関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
町
づ
く
り

に
参
加
し
、
関
り
を
持
つ

こ
と
で
、
町
に
対
す
る
責

任
や
愛
着
が
さ
ら
に
芽
生

え
、
人
口
流
出
防
止
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
町
の
魅
力
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
よ
う
、
な
る
べ

く
財
政
に
負
担
の
無
い
よ

う
な
提
案
を
し
て
い
き
た

い
。

林
業
を
ど
う
考
え
る

林
業
は
自
分
が
植
林

し
た
も
の
が
自
分
の

利
益
に
な
ら
ず
、
今
だ
け

自
分
だ
け
の
価
値
観
で
は

続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
産
業
で
あ
る
。

　
町
長
は
大
江
町
の
林
業

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

林
業
は
苗
の
植
林
か

ら
30
～
50
年
の
長
い

ス
パ
ン
で
の
生
業
で
あ
り

ま
す
。
森
林
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
役
割
を
十
分
に

認
識
し
な
が
ら
、
大
江
町

の
山
林
が
宝
の
山
と
言
え

る
よ
う
に
林
業
振
興
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
う
の

で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

木
材
と
し
て
の
利
用

だ
け
で
な
く
、
生
物

多
様
性
の
高
い
森
林
を
観

光
商
材
と
し
て
有
効
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

担
い
手・
後
継
者
の
育
成
を

農
業
の
後
継
者
対
策

と
し
て
、
多
様
な
農

業
経
営
を
踏
ま
え
、
幅
広

い
機
械
の
購
入
補
助
の
申

請
が
で
き
る
よ
う
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

個
人
が
簡
単
に
始
め
ら
れ

る
仕
事
で
は
な
い
林
業
の

後
継
者
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　
町
の
商
店
や
企
業
に
つ

い
て
、
今
あ
る
お
店
に
加

え
て
、
さ
ら
に
魅
力
的
な

お
店
を
呼
び
込
む
よ
う
な

施
策
の
考
え
は
な
い
か
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
を
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

大
江
町
の
更
な
る
魅
力
・
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

農
器
具
購
入
支
援
に

つ
い
て
は
幅
広
い
器

具
等
の
購
入
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

林
業
は
専
門
性
・
危
険

性
も
高
く
、知
識
や
技
術

の
習
得
に
も
年
数
を
要
す

る
た
め
、課
題
も
あ
り
ま
す

が
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く

り
や
街
並
み
の
景
観
向
上
、

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
の
促

進
に
つ
な
が
る
と
思
う
の

で
、
情
報
提
供
を
進
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、

創
業
へ
の
機
運
を
醸
成
す

る
に
は
効
果
的
で
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

地
域
内
自
給
の
促
進
を

い
つ
何
が
起
き
て
も

こ
の
町
に
住
ん
で
い

る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
作
っ
て
お
く
こ

と
は
防
災
の
た
め
に
も
、

移
住
を
検
討
し
て
い
る
方

に
も
非
常
に
魅
力
的
だ
と

考
え
る
。
供
給
が
止
ま
っ

て
最
初
に
困
る
の
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
食
料
で
あ
る
。

薪
ボ
イ
ラ
ー
や
薪
ス
ト
ー

ブ
の
普
及
を
よ
り
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
ほ
か
に
、
ス
ト
レ
ー
ト

ベ
ジ
タ
ブ
ル
オ
イ
ル
や
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
な

ど
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
の

手
段
と
し
て
有
効
で
あ
る

が
ど
う
か
。

町
内
、
西
村
山
管
内

で
自
給
自
足
が
で
き

れ
ば
魅
力
的
な
地
域
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
思
想
・

理
念
に
つ
い
て
は
理
解
し

て
い
ま
す
。
薪
ボ
イ
ラ
ー

を
柳
川
温
泉
に
導
入
し
よ

う
と
平
成
29
年
か
ら
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　持続可能で魅力的なまちづくりを

　町長／課題もあるが研究していく

町長

町長

町長

橋本 彩子  議員

橋本

橋本橋本

橋本

橋本

やまさぁーべの薪ボイラー
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町
長
は
前
職
は
副
町

長
で
し
た
が
、
こ
の

間
、
副
町
長
の
役
割
・
職

務
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
、

ま
た
、
今
後
、
副
町
長
の

役
割
・
職
務
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
、
そ
の
必
要

性
に
つ
い
て
、
立
場
が
変

わ
っ
た
の
で
町
長
の
率
直

な
考
え
を
聞
き
た
い
。
ま

た
今
後
、
副
町
長
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
人
を
選
任
す

る
か
多
く
の
町
民
が
関
心

を
持
っ
て
い
る
。
一
つ
の

考
え
だ
が
、
町
長
が
役
場

の
出
身
な
の
で
、
こ
こ
は

思
い
切
っ
て
外
部
か
ら
、

副
町
長
を
選
ん
で
は
ど
う

か
、
町
内
に
も
、
役
場
の

若
い
職
員
に
も
優
秀
な
人

材
が
い
る
と
思
う
が
、
県

や
国
と
の
パ
イ
プ
を
作
り
、

町
長
の
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
を
考
え
た
う
え
で
選

ん
で
も
良
い
の
で
は
な
い

か
。
副
町
長
を
選
ぶ
の
は

簡
単
で
は
な
い
し
、
簡
単

に
選
ん
で
は
い
け
な
い
と

思
う
。
町
長
の
業
務
を
分

割
す
る
だ
け
の
ポ
ス
ト
で

は
な
く
、
今
後
の
町
づ
く

り
の
た
め
、
町
長
と
同
じ

志
を
持
ち
、
町
長
に
意
見

を
言
え
る
、
自
ら
企
画
立

案
に
携
わ
れ
る
人
物
で
な

け
れ
ば
町
民
の
理
解
を
得

ら
れ
な
い
と
思
う
。
今
後
、

副
町
長
が
必
要
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
充
分
時
間
を

か
け
て
議
論
し
て
も
い
い

と
思
う
が
、
町
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

地
方
自
治
法
に
よ
れ

ば
、
副
町
長
の
役
割

は
、
町
長
の
職
務
の
補
佐
、

町
長
の
命
を
受
け
政
策
・

企
画
を
つ
か
さ
ど
る
町
長

の
片
腕
で
、
職
員
を
監
督

し
、
万
が
一
の
時
は
町
長

の
職
務
代
理
者
と
な
る
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、

副
町
長
は
常
に
町
長
に
寄

り
添
い
、
時
に
は
町
長
に

意
見
し
、
職
員
全
体
を
ま

と
め
上
げ
て
い
く
力
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
大

江
町
の
未
来
を
共
に
作
り

上
げ
ら
れ
る
人
物
を
選
ぶ

必
要
が
あ
り
、
町
の
執
行

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
選

び
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
に
対
す
る
答
弁
・

発
言
を
ど
う
感
じ
て
い

る
か

議
会
に
お
い
て
、

我
々
議
員
の
発
言
・

答
弁
は
大
変
重
い
も
の
と

考
え
て
お
り
、
多
く
の
町

民
の
声
を
代
弁
す
べ
く
、

真
剣
に
考
え
て
発
言
を
し

て
い
る
。
今
後
、
町
長
と

し
て
答
弁
・
発
言
を
す
る

と
き
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

議
会
で
の
答
弁
や
発

言
に
は
、
大
江
町
の

長
と
し
て
、
と
て
も
重
い

も
の
が
あ
る
と
理
解
し
て

お
り
ま
す
。

提
案
、
即
実
行
、
議
論

不
足
と
い
う
反
省
は

４
年
間
、
議
員
と
し

て
多
く
の
施
策
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
て
き
た
。

反
対
や
賛
成
と
自
分
の
考

え
で
言
っ
て
き
た
が
、
も

う
少
し
時
間
を
か
け
れ
ば

も
っ
と
良
く
な
っ
た
と
思

う
議
案
も
あ
っ
た
と
思
う
。

事
後
の
話
で
あ
り
、
私
も

反
省
し
て
い
る
が
、
今
後

は
町
民
の
た
め
、
も
っ
と

議
論
の
場
を
重
ね
て
い
く

こ
と
も
必
要
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

議
論
不
足
と
い
う
ご

指
摘
に
つ
い
て
は
、

議
員
は
じ
め
、
住
民
等
の

意
見
を
把
握
し
な
が
ら
事

業
の
組
み
立
て
を
心
掛
け

て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　副町長を選ぶにあたりどう考えているか

　町長／町づくりに覚悟と信頼の持てる人を選びたい

町長

町長

町長

関野 幸一  議員

両輪で

がんばっ
ていこう

関野

関野関野
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内
に
あ
る
施
設
へ

案
内
・
誘
導
し
て

柳
川
温
泉
や
神
通

峡
な
ど
へ
呼
び
込

む
役
割
を
担
う
よ

う
位
置
付
け
た
い

で
す
。
新
し
い
開

発
や
施
設
を
整
備

す
る
際
は
、
行
政

が
町
と
し
て
や
る

べ
き
な
の
か
ど
う

か
、
費
用
対
効
果

は
ど
う
な
の
か
、

地
域
の
波
及
効
果

等
充
分
に
検
討
し
、
中
・

長
期
的
に
物
事
を
考
え
、

最
優
先
順
位
を
付
け
、
財

政
面
も
考
え
な
が
ら
町
民

福
祉
の
向
上
、
そ
し
て
地

域
の
活
性
化
に
向
け
、
総

合
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
現
在
進
め
て
い
る
道

の
駅
の
再
整
備
の
検
討
委

員
会
、
温
泉
施
設
の
求
め

ら
れ
て
い
る
機
能
に
関
し

て
は
、
今
後
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

菊地 邦弘  議員

屋
内
遊
戯
施
設
を
も
っ

と
充
実
し
て

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ

こ
と
が
で
き
る
屋
内

の
遊
戯
室
は
、近
隣
の
市
町

で
ど
ん
ど
ん
整
備
さ
れ
て

い
る
。大
江
町
で
は
ど
う
か
。

に
じ
い
ろ
保
育
園
の

隣
に
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
外
に
は
遊
戯
施
設
も
あ

り
、
こ
の
施
設
を
も
っ
と

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
魅
力
的

な
も
の
に
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

泉
施
設
の
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
、

昨
年
10
月
テ
ル
メ
柏
陵
健

康
温
泉
館
に
つ
い
て
は
、

来
館
者
６
５
０
万
人
達
成

と
町
内
外
に
人
気
の
高
い

温
泉
施
設
で
あ
る
。
25
年

を
迎
え
た
温
泉
施
設
の
充

実
し
た
内
容
の
取
り
組
み
、

老
朽
化
等
の
問
題
も
含
め

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
テ
ル
メ
に
つ
い
て
は
、

年
間
30
万
人
前
後
の
来
館

者
が
あ
る
。
こ
の
施
設
を

見
直
し
て
、
若
者
、
高
齢

者
、
小
・
中
・
高
校
生
の

体
力
作
り
や
運
動
の
場
と

し
て
、
屋
内
型
ス
ポ
ー
ツ

ジ
ム
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
場
、

ま
た
若
者
世
帯
の
子
ど
も

を
中
心
に
、
多
世
代
が
つ

な
が
る
施
設
（
遊
戯
施

設
）
、
絵
本
室
や
赤
ち
ゃ

ん
広
場
な
ど
、
こ
の
町
に

は
な
か
っ
た
施
設
を
作
る

べ
き
だ
。

　
こ
の
場
所
に
来
れ
ば
、

何
か
と
過
ご
せ
る
、
く
つ

ろ
げ
て
時
間
を
使
え
る
な

ど
、
物
を
買
う
よ
り
体
験

に
お
金
と
時
間
を
使
う
時

代
で
は
な
い
か
。

　
触
れ
合
っ
て
伝
え
る
、

話
し
合
う
、
考
え
る
等
々

が
大
事
だ
と
思
う
。
交
流

し
て
何
か
が
生
ま
れ
る
、

そ
う
い
う
意
味
か
ら
も

人
々
が
集
ま
っ
て
こ
れ
る

施
設
を
提
供
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
、
最
後
に
温

泉
を
利
用
し
て
も
ら
う
。

既
存
の
建
物
は
そ
の
ま
ま

で
、
館
内
に
つ
い
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
と
か
マ
イ

ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と

で
、
温
泉
だ
け
で
は
終
わ

ら
な
い
楽
し
み
の
あ
る
施

設
で
あ
る
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
道
の
駅
、
温
泉
施
設
、

簗
場
等
一
帯
を
含
め
、

中
・
長
期
的
に
最
優

先
を
ど
う
す
る
か
検

討
し
、
開
発
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。

テ
ル
メ
柏
陵
地

区
は
、
大
江
町

の
情
報
発
信
の
最
前

線
の
役
割
を
担
う
エ

リ
ア
だ
と
捉
え
て
い

ま
す
。
町
外
か
ら
の

来
場
者
を
迎
え
入
れ

個
々
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
ほ
か
に
、
町

　温泉施設の再開発は
　町長／町民福祉の向上、地域の活性化にむけ
　　　　総合的に判断しなければならない

町長

町長

菊地

菊地

大幅な施設の増強が待たれるテルメ柏陵

もっともっと魅力的な遊戯施設へ
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て
は
ど
う
か
。

　
特
定
の
大
学
や
亘
理
町

の
高
等
学
校
と
の
姉
妹
校

の
提
携
は
で
き
な
い
か
、

な
ど
具
体
的
に
問
い
た
い
。

町
で
は
、
Ｊ
Ｒ
の
乗

車
券
購
入
補
助
や
検

定
試
験
補
助
等
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
が
、
生
徒
数

の
減
少
傾
向
は
、
ご
案
内

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
左
沢
高
校
は
、

町
の
唯
一
の
高
等
学
校
で

あ
り
、
地
域
振
興
の
観
点

か
ら
も
重
要
と
捉
え
て
い

ま
す
。
教
育
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ

た
支
援
が
良
い
の
か
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

左
沢
高
校
は
、
総
合

学
科
へ
の
移
行
、
寒

河
江
工
業
高
校
と
の
キ
ャ

ン
パ
ス
制
、
町
内
企
業
へ

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
、
特
色
あ
る
高
等
教
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
近

年
、
生
徒
数
が
減
少
し
て

い
る
実
態
に
あ
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
も
県
教
育
委
員

会
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

取
り
、
対
応
し
て
い
く
べ

き
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
町
と
し
て
も
協
力
を
惜

し
ま
ず
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

合
的
に
検
証
し
、
応
募
者

の
増
加
策
を
検
討
し
ま
す
。

県
立
左
沢
高
等
学
校
へ

の
支
援
策
は

左
沢
高
校
は
、
少
子

化
の
影
響
も
あ
り
、

生
徒
数
が
こ
こ
数
年
、
減

少
の
一
途
に
あ
る
。
町
で

は
、
通
学
費
の
補
助
な
ど

の
支
援
を
実
施
し
て
い
る

が
、
今
年
の
入
学
希
望
者

が
40
人
と
、
減
少
傾
向
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
に
あ
る
。
こ
の
状
況
を

打
開
す
る
た
め
に
も
町
長

が
先
頭
に
立
ち
、
町
民
を

加
え
た
組
織
の
中
で
、
大

胆
な
施
策
を
打
ち
出
し
、

県
教
育
委
員
会
に
要
望
す

る
時
期
で
は
な
い
か
。
次

の
点
に
つ
い
て
、
町
長
と

教
育
長
の
所
見
を
問
う
。

　
現
在
の
総
合
学
科
は
果

た
し
て
生
徒
が
望
ん
で
い

る
の
か
。

　
県
外
か
ら
の
生
徒
を
募

集
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
町
と

し
て
、
学
生
寮
を
整
備
し

織
の
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。
子
育
て
関
係
部

門
の
独
立
、
商
工
観
光
部

門
の
独
立
（
ス
ポ
ー
ツ
分

野
も
含
め
て
）
、
公
共
施

設
の
管
理
部
門
の
統
合
と

指
定
管
理
部
門
の
統
合
、

職
員
定
数
条
例
に
即
し
た

採
用
な
ど
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
伺
い
た
い
。

町
民
の
方
々
が
望
ん

で
い
る
行
政
需
要
に

対
応
で
き
る
組
織
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
基
本
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
だ
け
に
止
ま
ら

ず
、
婚
活
支
援
、
産
前
産

後
の
母
子
保
健
な
ど
に
対

応
で
き
る
体
制
を
配
置
可

能
な
職
員
数
を
探
り
な
が

ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
商
工
観
光
部

門
、
指
定
管
理
部
門
、
公

共
施
設
の
管
理
部
門
の
統

合
に
つ
い
て
は
理
解
し
つ

つ
、
検
討
材
料
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
、
職
員
採
用

試
験
の
応
募
が
減
少
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
総

毛利 登志浩  議員

町長

町長

教育長

地域に根ざした左沢高校

本
町
の
人
口
は
、
合

併
当
時
の
約
半
分
ま

で
減
少
し
て
い
る
。
今
後

も
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
続

く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

何
か
大
胆
な
施
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
、
出
生
数
は
30

人
前
後
で
推
移
す
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
の
念
を

抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
ま

た
、
高
齢
化
率
も
40
％
に

近
づ
く
勢
い
に
あ
る
。
一

方
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
就
業
人
口
の
減
少
、
商

店
街
の
購
買
力
の
低
下
、

工
業
出
荷
額
は
、
横
ば
い

の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

時
代
は
刻
々
と
変
化
し
て

お
り
、
１
年
を
数
年
と
捉

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
に
突
入
し
て
い
る
と
い

う
認
識
に
立
ち
、
行
政
組

　行政組織機構の見直しが必要では

　町長／行政需要に対応できる体制を検討したい

毛利

毛利
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問
題
の
あ
る
子
ど
も
の
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
学
校
の
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
に
あ
た
っ
て

小
学
校
教
育
は
、
令

和
２
年
４
月
１
日
に

新
た
な
学
習
指
導
要
領
の

改
訂
が
図
ら
れ
、
そ
の
後

に
年
次
進
行
で
中
学
校
、

高
等
学
校
が
全
面
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
学
校
の
外
国
語
に
つ

い
て
改
訂
後
で
は
、
３
、

４
年
生
に
外
国
語
活
動
を

５
、
６
年
生
に
外
国
語
の

授
業
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

　
担
任
の
先
生
は
、
戸
惑

中
華
人
民
共
和
国
湖

北
省
武
漢
市
に
お
い

て
昨
年
12
月
、
原
因
と
な

る
病
原
体
が
特
定
さ
れ
て

い
な
い
肺
炎
の
発
生
が
複

数
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
２
月
25

日
に
政
府
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
基
本
方
針
」
を
国
民
向

け
に
発
表
し
、
方
針
の
趣

旨
で
は
感
染
経
路
が
不
明

な
状
況
下
、
感
染
の
集
団

（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
が
次
の

集
団
を
生
む
こ
と
を
防
止

す
る
の
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
全
国
の
小
中
学

校
、
高
校
、
特
別
支
援
学

校
を
３
月
２
日
か
ら
春
休

み
ま
で
臨
時
休
校
と
す
る

よ
う
、
要
請
す
る
こ
と
を

決
め
、
こ
れ
を
受
け
て
町

で
は
、
27
日
に
大
江
町
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
連
絡
会
議
を
、
３

月
２
日
に
は
対
策
本
部
を

設
置
し
た
。
そ
し
て
、
３

月
12
日
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界

保
健
機
構
）
の
テ
ド
ロ
ス

事
務
局
長
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
危
機
（
感
染
症
の
世

界
的
な
大
流
行
）
を
見
な

す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

全
世
界
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
宣
言
し
ま
し
た
。
宣
言

の
時
期
が
遅
い
感
じ
も
す

る
が
、
こ
れ
は
２
０
０
９

年
に
発
生
し
た
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
以
来
の
宣
言

で
す
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
策
強

化
を
受
け
、
今
ま
で
県
内

で
１
２
１
人
を
実
施
（
３

月
10
日
現
在
）
し
た
が
全

て
結
果
は
陰
性
で
感
染
者

は
発
生
し
て
い
な
い
が
、

万
が
一
県
内
に
発
生
し
た

場
合
、
命
を
守
る
た
め
ど

の
よ
う
に
町
で
対
処
す
べ

き
か
町
長
に
伺
い
た
い
。

基
本
的
に
は
、
大
江

町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
に

準
じ
て
必
要
な
処
置
を
取

り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
生

活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

国
や
県
と
の
連
携
を
取
り

情
報
提
供
に
尽
く
し
ま
す
。

町
で
は
３
月
３
日
～

19
日
ま
で
臨
時
休
校

の
処
置
を
取
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
現
下
の
状
況
に

お
い
て
町
の
幼
児
・
児

童
・
生
徒
の
健
康
状
況
に

問
題
は
な
い
の
か
教
育
長

に
伺
い
た
い
。

家
庭
訪
問
や
卒
業
式

時
に
確
認
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

い
や
不
安
を
感
じ
て

お
ら
れ
る
の
も
事
実

と
思
う
が
、
今
ま
で

取
り
組
み
や
今
後
の

英
語
教
育
に
対
す
る

考
え
を
教
育
長
に
伺

い
た
い
。

中
学
校
で
の
外

国
語
授
業
や
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
を
通
じ
て
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
）
の
採
用
な

ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

各
学
年
は
週
に
何
時

間
程
度
の
授
業
を
予

定
し
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

授
業
割
は
校
長
に
権

限
が
あ
り
ま
す
が
、

年
に
中
学
年
は
37
時
間
、

高
学
年
は
70
時
間
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

教
員
の
超
過
勤
務
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か

上
限
を
月
45
時
間
と

し
て
い
ま
す
。

　新型コロナウイルス対策は

　町長／国や県と連携を取っていく

町長

宇津江 雅人  議員

教育長

教育長

教育長教育長

予防にマスクの着用と、手洗いの励行を！

小学校での児童預かり光景

宇津江

宇津江

宇津江

宇津江宇津江
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　朝の通学時、中学生の自転車、歩行
者と高校生の自転車のすれ違いの危
険性（あすなろ会館前の坂）歩道の完
全整備を早急にお願いしたいです。
　ＪＲ左沢線、山交バスを利用し通学す
る子どもたちへ町内定住促進のため、
通学定期乗車券の購入補助を検討し
ていただきたいです。

町民の
ひろば
町民の
ひろば
町民の
ひろば
町民の
ひろば

　毎回、テーマを設けて、町民の方から意見をお聞きします。
今回は大江町の                                                      です。
　今後もさまざまなテーマについて、みなさまにお話を
お聞きしていきます。

子育て支援についてどう思う？子育て支援についてどう思う？子育て支援についてどう思う？

諏訪原区
　清野洋輔 さん

　中学校の完全給食は大変ありが
たいことです。
　ソフトボール部に所属していた娘
は、毎週月曜日は夜間照明を無料で
つけていただいて自主トレが出来ま
した。後輩の為にも、今後も継続して
いただきたいと思います。

　子供が高校に進学した場合、ＪＲ左沢線利用
で寒河江市の高校に通学になると思います。
　７時台の電車の発車時刻が、もう少し早くな
れば良いなあと思います。
　ぷくらすの２階のロビーで、友達と教え合い
ながら勉強しています。つい声が出てしまって、
「静かにして下さい」と係りの人から注意を受け
ると聞いています。２階の空いている部屋の予
約が入っていない時間帯で良いので、数人で使
用出来る様にしてもらえないでしょうか。

　今年から小学校に入学するにあたり、保育
料無償化からの学童保育にかかる負担が大
きいと感じました。また、移住し親戚が近隣に
いないので子どもたちの体調不良によって、
両親のどちらかが仕事を休まざるを得ない状
況なので、病児・病後児保育、さらにサービス
業従事のために日・祝に子どもの保育をお願
いできるところがあるとありがたいです。

　わたしは同居なので問題ないですが、
核家族の方が病児保育に困っているよ
うです。仕事を休むための所得補償や、
シッターなどの支援があるといいと思い
ます。近くの産婦人科も若い先生が仙台
に勤務してしまい、出産できる病院が無
くなるのではないかと心配です。

柳川平区　佐々木隆馬 さん

　通学路の歩道、外灯の
整備をお願いしたいで
す。特に部活帰り、暗いと
ころを帰ってくるのは、親
にとって少し心配です。

　中学入学時に制服の補助が
あると大変助かります。また、
令和の新しい時代になり、大江
中学校でも新しいデザインの
制服を検討してもいいのでは。

蛍水区　森　浩子 さん
もり　　  ひろ   こ

さ さ きりゅうま

下北山区　佐竹志穂 さん
さ　たけ  し     ほ蛍水区　鈴木聡夫 さん

すず   き   とし   お

三区　松木佳代子 さん
まつ   き       か    よ    こ

せい  の    ようすけ

諏訪原区　最上　恵 さん
も　がみ　　めぐみ
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蛍
水
区

　
　

清せ
い

野の　

裕ゆ
う

子こ  

さ
ん

　

議
会
の
傍
聴
が
で
き
る

こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
が
、

「
よ
し
！
傍
聴
に
行
こ

う
」
と
は
正
直
な
り
ま
せ

ん
。

　

町
報
や
議
会
だ
よ
り
は

毎
回
目
を
通
す
の
で
、
興

味
が
な
い
わ
け
で
は
な
い

で
す
。

　

企
業
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
し
て

い
る
よ
う
に
、
町
で
も
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
作
っ
て
日

時
を
お
知
ら
せ
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

も
、
サ
イ
ト
ま
で
入
っ
て

い
か
な
い
と
分
か
ら
な
い

の
で
、
町
か
ら
直
接
発
信

す
る
方
法
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
達
と
町
長

の
や
り
取
り
が
面
白
か
っ

た
で
す
。
敬
語
と
敬
語
、

文
章
を
読
み
上
げ
る
の
で

は
な
く
、
今
回
の
こ
ど
も

議
会
の
よ
う
に
少
し
砕
け

た
言
葉
で
、
人
を
惹
き
つ

け
る
や
り
取
り
が
あ
る
と

魅
力
的
か
と
思
い
ま
す
。

　
五
区

　

 

佐さ

竹た
け

小さ

百ゆ

合り  

さ
ん

　

息
子
の
一
般
質
問
を
聞

い
て
頑
張
っ
て
る
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
の
思

い
を
話
せ
た
こ
と
は
、
と

て
も
達
成
感
を
感
じ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

子
供
と
大
人
の
目
線
は

違
う
と
は
思
い
ま
す
が
、

子
供
の
視
点
か
ら
見
た
質

　
県
立
左
沢
高
校

　
　

 

青あ
お
栁や
ぎ　

敦あ
つ
子こ  

校
長

　

小
中
高
生
の
議
員
さ
ん

の
大
江
町
を
思
う
鋭
い
質

問
と
、
渡
邉
町
長
は
じ
め
、

答
弁
な
さ
れ
た
方
の
真
摯

で
誠
実
な
回
答
が
印
象
的

で
し
た
。

　

児
童
生
徒
が
、
地
方
自

治
に
参
画
す
る
意
義
を
実

感
で
き
た
大
変
素
晴
ら
し

い
試
み
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
大
江
町
立
本
郷
東
小
学
校

　
　

 

高た
か
砂さ
ご　
　
晃あ
き
ら  

教
頭

　

子
ど
も
達
が
町
に
対
し

て
問
題
意
識
を
持
ち
、
自

分
の
経
験
し
た
こ
と
を
自

分
の
言
葉
で
質
問
し
、
町

長
を
は
じ
め
、
担
当
者
の

方
が
、
真
摯
に
対
話
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
な
ら
で
は
の

視
点
を
尊
重
し
、
こ
れ
か

ら
の
未
来
を
担
う
者
と
し

て
の
考
え
を
聴
く
こ
と
は
、

大
変
有
意
義
な
取
り
組
み

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

例
年
に
な
く
雪
の
少
な
い

冬
、
小
雪
に
伴
う
農
作
物
の

影
響
と
鳥
獣
被
害
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
振
る
い
、
主
な
イ
ベ
ン

ト
も
延
期
・
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
我
が
町
で
も
高
校
の

入
学
式
延
期
と
休
校
、
小
中

学
校
の
休
校
、
町
内
施
設
の

休
館
、
県
外
と
の
往
来
の
自

粛
、
社
会
の
動
き
は
確
実
に

停
滞
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

先
の
見
え
ぬ
生
活
が
続
き

ま
す
が
、
一
人
一
人
の
心
が

け
で
、
助
け
合
い
明
る
く
い

き
ま
し
ょ
う
。
早
く
終
息
す

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
春
は
来
ま
す
。
来

年
の
春
は
、
笑
顔
で
お
花
見

が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
（
記　

菊
地
邦
弘
）

☆
★
☆
★
☆
★
☆
★
☆
★

【
発
行
責
任
者
】

　

◆
議

　長　

菊
地　

勝
秀

【
広
報
常
任
委
員
会
】

◆
委
員
長　

藤
野　

広
美

◆
副
委
員
長　

橋
本　

彩
子

◆
委   

員　

菊
地　

邦
弘

◆
委   

員　

関
野　

幸
一

編
◆

集
◆

後
◆

記

問
も
是
非
実
行
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
大

江
町
の
将
来
を
真
剣
に
思

う
子
供
達
の
考
え
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
ど
も

議
会
は
と
て
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
何
年
に

一
回
か
継
続
的
に
行
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

※
現
在
は
、コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の

た
め
、
傍
聴
を
ご
遠
慮
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

議会を
もっと身近 に！
議議会会をを

もっと身近 に！もっと身近 に！
議会を

もっと身近 に！
議会を

もっと身近 に！

　

３
月
・
６
月
・
９

月
・
1２
月
に
定
例
議
会

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
は
予
算
委
員
会
、

９
月
は
決
算
委
員
会
が

あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
配

信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
、

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
子
ど
も
議

会
を
傍
聴
さ
れ
た
方
の

感
想
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
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